
２０２３年度 帝塚山学院中学校高等学校 学校評価 

 

１．目指す学校像 

 

 

２．中期的目標 

 

建学の精神である「力の人」、そして「高い志」「豊かな感性」「他への思いやり」という３つの教育理念を

踏まえ、主体的に未来を創る女性を育てる。 

「自学主義」の伝統に則り、知識蓄積と知識活用を両輪に「対話的で深い学び」を軸とした、２１世紀型

の学力を身につける授業を展開する。 

5 ヶ年計画（2021～2025） 

１．エンロールマネジメントの強化 

２．教職協働の強化 

３．財務基盤の強化 

上記３点を目標に改革を進める。 

 

１．エンロールマネジメントの強化 

（１）生徒指導力の強化 

 ① 創究講座の充実とアクティブラーニングの強化 

 ② エンロールマネジメントによる募集と進路のリンク 

 ③ 多様な進路への対応 

 ④ 生徒の基本的な生活習慣の確立 

 （２）学習環境の増強 

 ① ラーニングコモンズ第二期工事 

 ② ICT 環境の整備 

 （３）教科指導力の向上 

 ① 大学入学共通テスト等の研究 

 ② 高い教育力・授業力の実現 

 （４）生徒学力の向上 

 ① コースに応じた目標設定 

 

 ２．教職協働の強化 

 （１）教職協働の促進 

 ① 教員・事務職の業務相互乗り入れ 

 （２）ガバナンスの強化 

 ① 教員の業務量および労働時間の適正化 

 （３）教育環境の整備 

 ① 適正な教室数の確保と教育環境の改善 

 

 ３．財務基盤の強化 

 （１）入試募集の強化 

 ① 安定した中学入試募集による予算基盤の強化 

 ② 安定した高校入試募集による予算基盤の強化 

 



自己評価アンケートの結果と分析・学校評価委員会からの意見 

自己評価アンケートの結果と分析 学校評価委員会からの意見 

 本校では「部署毎の年度総括」「保護者評価アンケート」」「生徒授業

アンケート」の３種類の資料を元に自己判断を行っている。 

（１）教育課程について 

 教育課程の適切な整備については、80%が肯定的な意見とな

り、前年度とほぼ同水準だった。進路指導体制については 67%

が肯定的な意見とやや減少した。コース毎に進路指導の精度を

高め、満足度のさらなる向上に努める。 
 

（２）学習指導について 

 学力向上や学習内容の定着について、68%が肯定的な意見を

述べており、昨年と同水準だった。教育研究委員会の主催によ

る授業見学と相互評価を有効に活用して、教員全体の授業力強

化に努める。 
 

（３）進路指導について 

 進路指導の充実、進路情報の提供について、肯定的な意見は

69%と微増した。生徒・保護者対象の進路説明会や各大学を招

いての相談会の数を充実させ、時宜に応じた適切な情報の提供

に努める。 
 

（４）生徒指導について 

 生活指導の充実、人権教育の充実、差別やいじめの防止に関

する肯定的な意見は一昨年と同水準の 76%だった。時代に応じ

た生徒主体のルール作りを意識しながら、適切な指導を継続し

ていく。 
 

（５）課外活動について 

 部活動と学習の両立は昨年と同水準の 78%だった。学校行事

の充実に対する肯定的な意見は 65%であり、イベントへの保護

者の来場機会を増やすなど満足度を高めるよう努めていく。 

 

（６）安全管理 

登下校の安全や交通マナーに関する指導は肯定的な意見が

84%と高い水準を維持した。施設の安全性と衛生的な管理は肯

定的な意見が 94%と昨年比でさらに増加し、生徒・保護者の高

い満足がうかがえる。 

 

（７）情報発信 

授業参観や PTA 行事についての満足度は 85%となり、昨年、

一昨年に続き上昇傾向である。学校からの情報発信についても

87%と高い水準を維持し、出欠連絡を Classi に一本化するなど

の新しい取り組みに一定の評価が見られる。 

 

（８）その他 

入学させてよかったとの意見は 80%を越え、ここ数年は高い

水準を維持している。教員間の一貫した対応について、肯定的

な意見が 70%と前年並みだった。学校全体として、生徒・保護

者のさらなる満足度向上を目指す。 

 

＜自己評価に対して＞ 

（１）教育課程について 

・カリキュラム編成をはじめ、ICT による学習環境が整ってい

おり、アクティブラーニングを実現するための設備がある。 

・授業の質が高く、子供たちが主体的に学ぶ環境が整っている。

ICT も効果的に使われ、時代に即した教育が行われている。 

 

（２）学習指導について 

・担任に教科以外の質問をしたら、教科担当から連絡がありま

した。先生方の情報共有の徹底と丁寧な対応に驚きました。 

 

（３）進路指導について 

・手厚い指導はすばらしいが、ある程度は苦労や失敗をさせつ

つ、経験とともに自分の道を選んでほしいとも思う。 

 

（４）生徒指導について 

・生徒指導の項目で 75%以上が達成されている。引き続き、自

律的に行動して追究する生徒の育成を推進してほしい。 

・色々な先生に相談しやすい雰囲気があり、カウンセラーを配

置するなど、生徒指導の面で優れた環境を実現している。 

 

（５）課外活動について 

・学校行事は年間を通じて多様に企画され、子供たちが多くの

経験を積むことができる環境が整っている。 

・他校に比べると校外学習や宿泊などの行事が少ないという印

象があります。 

 

（６）安全管理 

・日々生徒が使用する食堂エリアの改装をとても楽しみにして

います。衛生面、感染予防のために、トイレと手洗い場の数を

増やしてほしい。 

 

（７）情報発信 

・実際に通わせて感じている帝塚山学院の強みを、高い広報力

で受験生と保護者にしっかり伝えていると感じます。 

 

（８）その他 

・一部のコースで iPad が導入されているが、生徒の要望も多

いことから全コースへの普及を希望します。 

 

＜保護者による学校評価について（過年度比較）＞ 

・最先端の設備を使用し、生徒の探究心を強く後押ししてくれ

る環境には保護者として誇りを感じます。 



３．本年度の取り組み内容及び自己評価 

中期的 

目標 

今年度の 

重点目標 

具体的な 

取り組み 
評価指標 自己評価 課題と改善策 

１(

１)

生
徒
指
導
力
の
強
化 

① 創 究 講 座 の

充 実 と ア ク テ

ィ ブ ラ ー ニ ン

グ の 強 化 を 目

指す。 

 

 

 

 

 

② エ ン ロ ー ル

メ ン ト マ ネ ジ

メ ン ト に よ っ

て 募 集 と 進 路

の 情 報 を リ ン

クさせる。 

 

 

 

 

③ コ ー ス 毎 の

多 様 な 希 望 に

応じた、きめ細

か い 進 路 指 導

を行う。 

 

 

 

 

 

 

④ 生 徒 各 自 に

行 動 を 考 え さ

せ、自律的に行

動 で き る 指 導

を行う。 

①創究講座において、学部

に紐づいた講座数を維持

するとともに、オープンラ

ボとして開設したアクリ

オ S を活用し、理科教育の

さらなる充実を図った。 

 

 

 

 

②エンロールメントマネ

ジメントの一環として、

様々な分野に就職した卒

業生を招いて、生徒向けの

講座やインタビューを実

施し、社会につながるトラ

ンジション教育の検証を

引き続き行った。 

 

 

③多様化する大学入試の

実態にあわせて、外部講師

による面接指導や、推薦書

などの出願書類添削を進

路指導部で体系立てて実

施した。また、昨年に引き

続き、コースに合わせた学

内説明会やキャリアガイ

ダンスを開催した。 

 

 

④生徒が社会の中で自分

らしく生きる大人へと成

長するよう、適切な援助や

指導を行うための体制整

備を行った。以下の３点を

課題とした。 

1. 学年集会・全体朝礼を

通じて、災害などの非常事

態に対応する「集団考動

力」を構築する。 

2. 自治会・生徒会と教員

が学校の課題について話

し合う場を設け、よりよい

学校生活をサポートする。 

3. いじめ・校則違反・非行

などを事前に防ぐ取り組

みを生徒指導部と学年団

で話し合い、生徒向けのオ

リエンテーションを行う。 

①学校運営会議

による検討およ

び創究講座委員

会との協議およ

び保護者アンケ

ート「学習指導」

項 目 満 足 度

70% 

 

 

②エンロールメ

ントマネジメン

ト委員会と進路

指導部による分

析および保護者

アンケート「進

路指導」項目満

足度 70% 

 

 

③エンロールメ

ントマネジメン

ト委員会と進路

指導部による分

析および保護者

アンケート「進

路指導」項目満

足度 70% 

 

 

 

④生徒指導部の

年間計画および

保護者アンケー

ト「生徒指導」

項 目 満 足 度

80% 

①創究講座へ外部講師を招

くとともに、アクリオ S で

の理科実験教室開催など、

理系分野を充実させ、総合

型選抜入試で必要となる思

考力を養う取り組みを行っ

た。保護者アンケートは

68%で、前年と同水準だっ

た。 

 

②創究講座に関するインタ

ビューを卒業生に行うとと

もに、講師として同講座へ

の参加を依頼し、在校生へ

のフィードバックを行っ

た。保護者アンケートは

67%で、微減する結果とな

った。 

 

 

③アクリオ S などのラーニ

ングコモンズを活用しなが

ら、自己推薦型入試に求め

られる経験や実績を持つ生

徒の育成を行った。また、

外部講師や進路指導部によ

る個別指導の充実を図っ

た。 

 

 

 

④以下の３点を生徒指導部

で実施した。保護者アンケ

ート「生徒指導」項目は昨

年度とほぼ同水準の 76%

となった。 

1. 学年集会、アリーナ朝

礼、全校朝礼を段階的に再

開した。 

2. 生徒自治会の働きかけ

によって、ネクタイピンを

時代に即したものに変更し

た。 

3. 情報リテラシー教育と

して、「携帯電話の使い方」

をテーマに外部講師を招い

た講話を開催した。 

①引き続き講座内容を

精査し、必要な講座の開

設を行う。保護者アンケ

ートは満足度 70%を越

えることを目指す。 

 

 

 

 

 

②卒業生へのインタビ

ューから講座内容や在

校生の進路に向けたフ

ィードバックを行い、指

導の改善に取り組む。保

護者アンケートは満足

度 70%を越えることを

目指す。 

 

 

③総合型選抜入試や共

通テストの科目増など、

引き続き入試の変化へ

即応できる体制を整え

ていく。保護者アンケー

トでの進路指導への満

足度 70%越えを目指す。 

 

 

 

 

④生徒自らが学校に誇

りを持てるように、生徒

会・自治会における公約

の実現など、生徒の自主

性をはぐくむ教育を目

指す。保護者アンケート

においては、肯定的な意

見が 80%に届くよう努

力する。 



中期的 

目標 

今年度の 

重点目標 

具体的な 

取り組み 
評価指標 自己評価 課題と改善策 

１(

２)

学
習
環
境
の
増
強 

① ア ク テ ィ ブ

ラ ー ニ ン グ を

強化するため、

さ ら に 施 設 を

拡充する。 

 

 

 

 

 

② ICT 環 境 を

さらに整備し、

校内 Wi-Fi の有

効 利 用 を 目 指

す。 

①ラーニングコモンズ第

四期工事として、物理室を

改装し、理科室全体がオー

プンラボエリアとして完

成した。 

 

 

 

 

 

②リースおよび購入によ

るノート PC の所持が中

学全学年と高１になり、創

究講座や授業での調べ学

習やレポート作成に活用

した。 

①管理職と各部

長で構成する学

校運営会議での

議論および保護

者 ア ン ケ ー ト

「安全管理」項

目満足度 90% 

 

 

 

②管理職と各部

長で構成する学

校運営会議での

議論および保護

者 ア ン ケ ー ト

「安全管理」項

目満足度 90% 

 

①８月に物理室の改装を行

ったことで、昨年改装した

化学室・生物室とひとつな

がりに拡張され、アクリオ

S のオープンラボ機能がさ

らに充実した。施設・設備

に関する保護者アンケート

は 94%と非常に高い満足

度が見られた。 

 

②新入生への PC リースと

購入を継続しながら、一部

のコースに iPad を導入し、

特別教室に縛られない授業

での運用を開始した。保護

者アンケートは目標を達成

した。 

①次年度は老朽化した

食堂エリアの改装を行

い、生徒たちの学校生活

について更なる質的な

向上を図る。保護者アン

ケートは、満足度の維持

を目指す。 

 

 

 

②２年後の全学年ノー

ト PC 所持に向けて、学

内での ICT 環境および

授業内容の充実を図る。

保護者アンケートの満

足度維持を目指す。 

１(

３)

教
科
指
導
力
の
向
上 

① 新 学 習 指 導

要 領 お よ び 大

学 入 試 共 通 テ

ス ト の 研 究 を

継続する。 

 

 

 

 

 

 

 

② コ ー ス 毎 に

必 要 と さ れ る

高い教育力・授

業 力 を 実 現 す

るため、個々の

教 員 の 指 導 力

向上に努める。 

①国公立大学にて広がり

を見せる総合型選抜入試

について、各大学の過去問

蓄積および分析を実施し、

指導に役立てた。また、

2025 年より始まる「情報」

の共通テスト導入に関し

て、カリキュラムの微調整

を行った。 

 

 

 

②大学入試共通テストの

出題傾向について、各教科

で独自に分析し、レポート

を作成した。また、総合型

選抜入試に対応できる生

徒を育てるべく、各教員が

授業内容の改善に努めた。 

①エンロールメ

ントマネジメン

ト委員会と教務

部による分析お

よび保護者アン

ケート「教育課

程」項目満足度

80% 

 

 

 

 

②学校運営会議

による検討およ

び教務部と各教

科会との協議お

よび保護者アン

ケート「学習指

導」項目満足度

70% 

①共通テスト変更の当該学

年である高２生を対象に

「情報」の演習授業および

講習を設定し、想定される

学力の涵養に努めた。また、

windows11 に対応した新た

な教務システムを導入し

た。保護者アンケートの満

足度は 80％となり、目標を

達成した。 

 

 

②通常の授業に加えて、課

題や動画の配信、授業内容

のフォローアップ、欠席生

徒への連絡など、Classi に

よるきめ細かな対応を行っ

た。保護者アンケートの満

足度は 68％となり、目標を

やや下回った。 

 

①「情報」については模

試等を通じて想定され

る問題難度の把握を行

う。新しい教務システム

は１年間を通して運用

する中で、必要なプログ

ラムの微調整を行う。保

護者アンケートの満足

度は、引き続き目標達成

の数値を目指す。 

 

 

②５教科においてデジ

タル教材やパワーポイ

ントを効果的に利用し、

指導の効率を高める方

法を教員間で共有して

いく。保護者アンケート

の満足度は 70%を目指

す。 

１(

３)

生
徒
の
学
力
向
上 

① 英 検 取 得 や

模 試 偏 差 値 な

ど コ ー ス の 特

性 に 応 じ た 目

標 設 定 と そ の

達成を目指す。 

①各生徒が目標とする進

路を達成するため、模試成

績や各種検定の取得状況

を体系的にデータ化し、コ

ース毎の特徴に応じて、必

要な指導を必要なタイミ

ングで実施した。 

①エンロールメ

ントマネジメン

ト委員会による

分析および保護

者 ア ン ケ ー ト

「教育課程」項

目満足度 80% 

①進路指導部の模試分析会

と担任による面談で各生徒

の成績と志望を把握し、

個々が希望する進路の実現

をサポートした。エトワー

ルでの国立大学合格者は 4

年連続で 30%を越えるな

ど、コース毎の進路状況に

対応できた。保護者アンケ

ートの満足度は 80%を達

成した。 

 

 

①生徒・保護者との面談

を行い、希望の多い私立

大学・国公立大学を招い

ての説明会を開催する。

また、進路指導部主導で

志望理由書や小論文の

添削指導を行い、総合型

選抜入試等での合格率

向上を図る。保護者アン

ケートでは、満足度の維

持を目指す。 



中期的 

目標 

今年度の 

重点目標 

具体的な 

取り組み 
評価指標 自己評価 課題と改善策 

２(

１)

教
職
協
働
の
促
進 

① 事 務 機 能 を

強化し、教職協

働 を さ ら に 促

進する。 

①教頭と事務長の情報共

有を密に行い、施設改装を

始めとする様々な業務を

円滑化に行った。 

①法人本部・教

頭・事務局によ

る協議 

①物理室の改装や人事採用

を含めて解決すべき課題の

共有を行い、必要な業務を

円滑に進めることができ

た。 

①次年度は、食堂改装の

実現を目指す。引き続

き、解決すべき課題の発

見や業務のさらなる効

率化を図る。 

２(

２)

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化 

① 働 き 方 改 革

に伴い、教員の

業 務 量 お よ び

労 働 時 間 の 適

正化を図る。 

①前年度に引き続き、各教

員に関して月毎の労働時

間を把握し、一定水準を越

えた者に対しては教頭に

よる面談を行い、アサイン

する業務内容の調整を適

宜実施した。 

①教頭・法人本

部とのワーキン

ググループによ

る協議 

①月毎に長時間労働の教員

に対してワーキンググルー

プによるヒアリングを行

い、適正な働き方の実現に

向けて業務量とその内容の

見直しを適宜行った。 

①同様の取り組みを継

続し、教員のワークライ

フバランスを維持しな

がらも、生徒・保護者の

満足度を高めることの

できる職場環境の構築

を目指す。 

２(

３)

教
育
環
境
の
整
備 

① 生 徒 数 に 対

し て 適 正 な 教

室 数 を 確 保 す

る。 

①生徒にとって快適な学

習環境を整えるため、必要

な施設の改装を行った。 

①管理職および

学校運営会議に

よる協議と保護

者 ア ン ケ ー ト

「安全管理」項

目満足度 90% 

①アクリオ S の２期工事と

して、物理室の改装を行っ

た。暗室等の機能を維持し

たまま、オープンスペース

を実現できた。保護者アン

ケートは 94%と高い水準

となった。 

①食堂エリアの改装と

拡張を行い、すべての生

徒にとって利用しやす

く居心地のいい環境の

実現を目指す。 

３(

１)

入
試
募
集
の
強
化 

① 中 学 募 集 に

お け る 入 試 行

事 を 早 期 実 施

し、開催回数を

増やす。 

 

 

 

 

 

② 高 校 募 集 で

の 入 試 行 事 参

加者を増やし、

受 験 者 数 の 上

昇を目指す。 

①入試イベントの収容人

数や実施回数をコロナ前

の状況に戻し、接触者数の

前年比での増減把握に努

めた。 

 

 

 

 

 

②公立中学への訪問を適

宜行い、入試行事での接触

者へはメール等での入試

情報提供を行った。 

①入試広報部と

アドミッション

センターによる

分析および保護

者 ア ン ケ ー ト

「その他」項目

満足度 80% 

 

 

 

②入試広報部と

アドミッション

による分析 

 

①入試イベントの実施回数

や収容人数をコロナ前の状

況に戻したが、接触者数を

微増で推移させることがで

きた。「この学校に入学さ

せて良かった」と回答した

保護者は 80%を越えた。 

 

 

 

②公立中学校へオープンス

クール等の入試行事リーフ

レットを送付し、教員によ

る訪問を適宜行った。入試

イベントの接触者は昨年比

で横ばいに推移した。 

 

 

 

 

①引き続き、入試行事の

頻度と内容を精査しな

がら、少子化が進行して

いく中での入学者数確

保を目指す。 

 

 

 

 

 

②私学の全面無償化を

受けて、本校の魅力をア

ピールすることで、受験

者の安定した確保を目

指す。 



29%

51%

18%

2%

質問１ 様々な進路希望に対応できるように、教育課程

（選択科目など）は適切に整備されている。

そう思う

どちらかといえばそう思う

あまりそう思わない

まったくそう思わない

25%

46%

26%

3%

質問２ 補習や講習は統合的に整備され、多様な進路希望

に対応できる体制になっている。

そう思う

どちらかといえばそう思う

あまりそう思わない

まったくそう思わない

18%

46%

31%

5%

質問３ 学習指導は充実しており、学力向上に十分な成果

を挙げている。

そう思う

どちらかといえばそう思う

あまりそう思わない

まったくそう思わない

19%

46%

30%

5%

質問４ 宿題や補習などを通じて、学習内容の定着を図る

工夫がなされ、十分な効果を得ている。

そう思う

どちらかといえばそう思う

あまりそう思わない

まったくそう思わない

21%

46%

29%

4%

質問５ 進路指導が充実しており、生徒の希望進路の発

見・実現に十分寄与している。

そう思う

どちらかといえばそう思う

あまりそう思わない

まったくそう思わない

24%

45%

27%

4%

質問６ 進学指導に必要な情報は、ガイダンスなどを通し

て保護者にも十分に提供されている。

そう思う

どちらかといえばそう思う

あまりそう思わない

まったくそう思わない

27%

49%

19%

5%

質問７ 生徒指導は充実しており、規範意識と自律性の育

成に十分寄与している。

そう思う

どちらかといえばそう思う

あまりそう思わない

まったくそう思わない

24%

52%

19%

5%

質問８ 人権教育の充実がはかられ、差別やいじめの防止

に十分な成果を挙げている。

そう思う

どちらかといえばそう思う

あまりそう思わない

まったくそう思わない

＜２０２３年度 帝塚山学院中学校高等学校 保護者による学校評価アンケート結果＞(委員＋一般）

＜教育課程＞

＜学習指導＞

＜進路指導＞

＜生徒指導＞



28%

50%

18%

4%

質問９ 部活動は学習との両立について配慮がなされてい

るとともに、生徒に十分な指導が行われている。

そう思う

どちらかといえばそう思う

あまりそう思わない

まったくそう思わない

24%

41%

28%

7%

質問１０ 学校行事は充実しており、生徒の自主性の育成

に役立っている。

そう思う

どちらかといえばそう思う

あまりそう思わない

まったくそう思わない

34%

50%

13%

3%

質問１１ 登下校の安全や交通マナーに関する指導が、十

分なされている。

そう思う

どちらかといえばそう思う

あまりそう思わない

まったくそう思わない

48%

46%

5%
1%

質問１２ 施設・設備は安全かつ衛生的に管理・整備がな

されている。

そう思う

どちらかといえばそう思う

あまりそう思わない

まったくそう思わない

35%

50%

13%

2%

質問１３ 授業参観やＰＴＡ行事は適切な頻度で行われて

おり、学校の様子をうかがい知る機会として機能してい

る。

そう思う

どちらかといえばそう思う

あまりそう思わない

まったくそう思わない

45%

42%

12%

1%

質問１４ 学校からのお知らせ文書などを通じて、必要な

情報を不足なく得ることができる。

そう思う

どちらかといえばそう思う

あまりそう思わない

まったくそう思わない

21%

49%

24%

6%

質問１５ 教員はチームワークがとられており、どの教員

に相談しても、一貫した対応が期待できる。

そう思う

どちらかといえばそう思う

あまりそう思わない

まったくそう思わない

36%

45%

15%

4%

質問１６ この学校に入学させてよかった（知り合いや親

戚にもこの学校を勧めたい）と思う。

そう思う

どちらかといえばそう思う

あまりそう思わない

まったくそう思わない

＜課外活動＞

＜安全管理＞

＜情報発信＞

＜その他＞


